
○当初予算の主要な事業（一般会計）

第１次佐伯市総合計画の『後期基本計画』の中の基本目標・個別目標に位置づけて作成しています。

８款 土木費

2 4
市道の維持、管理に関すること

2 4
道路新設改良における単独事業。

2 4
県施行道路改良事業に伴う負担金。

2 4

社会資本整備総合交付金事業により市内各所の道路整備を行う。（国
6/10、市4/10）H27実施事業 市道沖松浦道路新設改良事業ほか6事業

2 5

新規 大手前地区周辺の道路を高齢者、障がい者を含むすべての人たちが安全に
まち歩きや観光ができるよう整備を行う。道路整備（路面整備、側溝整備）市
道西谷広場線 Ｌ＝１７０ｍ 市道西谷新道線 Ｌ＝１７０ｍ

2 4 橋梁耐震化対策単独事業-橋梁耐震化対策単独事業
新規 国の補助を受けて行う橋梁耐震化対策事業とは別に、市単独で市内各所に

ある橋梁の耐震化を図るものである。これにより、東南海・南海地震等の災害
が起こった際に、避難地までにある橋の落橋を防止することができ、避難者の
安全確保が図られる。

3 9
河川の維持、補修に関する事業

3 9
雑排水施設に係る整備事業

3 9
河川の改良に係る整備事業 （女島排水路、エビセキ川、樫野川、城村川、
市内一円）

3 9
新規 河川護岸高潮対策築堤事業(灘地区)に伴う係船施設整備事業

2 4
港湾改修事業に伴う負担金 負担率(県施行：1/5、1/6)(国直轄：
1.25/10)

2 6
本路線は佐伯ＩＣから国道217号ﾊﾞｲﾊﾟｽ・市道臼坪女島線を経由し、重要港
湾佐伯港へｱｸｾｽする国道388号と連絡する路線であり、通学・通勤・流通
の経路として車両の利用が多い。当該区間の整備により、体系的なﾈｯﾄﾜｰｸ
が形成され経済・産業・観光の発展に寄与し、道路交通の円滑化並びに歩
行者の安全確保が図られる。 ［事業年度］平成22～28年度 L＝320ｍ、
Ｗ＝12.0ｍ （国6/10・市4/10）

3 8
都市公園法及び都市緑地法により、都市公園の設置、維持管理に関する基
準に沿って都市公園の健全な発達を図り、公共の福祉の増進を行う。（３７か
所都市公園ほか）

3 8
濃霞山の山頂を総合公園として活用するため、北展望台広場等を整備す
る。 ［事業年度］平成27～28年度 Ａ＝7.6ha

2 5
平成27年度から5年間で、賑わいの創出を目的に中心市街地の核となる大
手前地区の開発を行う。内容はホール及び複合施設、広場、バスターミナル
(機能）を三つの主要な施設として整備する。（国４／１０）

3 9
地域防災拠点に指定されている佐伯市総合運動公園の防災機能を強化す
るため、災害時の応急仮設住宅等に対応できる防災避難広場を整備する事
業。 今後、広場整備工事、大型防災備蓄倉庫実施設計等を実施予定。
［事業年度］平成26～28年度 Ａ＝3.6ha（国1/2・市1/2）

3 8
社会資本総合整備計画に基づく市営住宅等の維持補修事業（国1/2・市
1/2）

138 公園施設等整備事業-濃霞山公園整備事業
都市計画課 1,500

137 公園等維持補修事業 - 公園等維持補修費

都市計画課 52,264

136 街路事業-野岡中芳島線街路事業

都市計画課 70,001

141 公営住宅ストック総合改善事業 - ストック総合改善事業費
建築住宅課 120,742

140 社会資本整備総合交付金事業-上城地区 防災・避難広場整備事業

都市計画課 111,700

139 社会資本整備総合交付金事業-大手前開発事業
まちづくり推進
課

119,080

132 雑排水施設整備事業 - 雑排水施設整備事業
建設課 29,000

131 河川維持補修事業 - 河川維持補修事業
建設課 24,549

130

建設課 11,081

135 港湾一般管理事業 - 港湾改修事業負担金
建設課 34,045

134 河川改良単独事業-灘地区係船施設整備事業
建設課 2,000

133 河川改良単独事業 - 河川改良単独事業
建設課 60,300

担当課

129 社会資本整備総合交付金事業-高質空間形成施設事業（みんなにや
さしい歩道整備事業）

建設課 10,002

128 道路新設改良交付金事業-道路新設改良交付金事業

建設課 1,024,493

127 県施行道路改良負担金事業 - 県施行道路改良事業負担金
建設課 100,275

126 道路新設改良単独事業 - 道路新設改良単独事業
建設課 152,200

予算額
（千円）主 な 事 業 内 容

125 道路維持補修事業 - 道路維持補修事業
建設課 212,794
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